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発
表
・
鑑
賞

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
上
映
会

時
①
10
月
13
日
㈬
午
後
３
時
半
②

15
日
㈮
午
前
10
時
・
午
後
１
時
・

４
時
▽
場
総
合
セ
ン
タ
ー
▽
内
①

「
豊
か
な
心
を
育
む
」
を
テ
ー
マ

に「
ハ
チ
公
物
語
」（
ア
ニ
メ
18
分
）

②
「
高
齢
者
の
人
権
」
を
テ
ー
マ

に「
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
の
夢
」（
36
分
）

▽
問

（
７
５
８
）
８
３
９
８

舞
の
つ
ど
い

主
市
舞
踊
協
会
▽
時
11
月
７
日
㈰

午
後
０
時
半
開
演
（
正
午
開
場
）

▽
場
キ
セ
ラ
ホ
ー
ル
▽
問
同
協
会

の
柳
沼
さ
ん

（
７
９
４
）

７
１
３
８

セ
ミ
ナ
ー

過
去
か
ら
学
ぶ

市
民
活
動
の
こ
れ
か
ら

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
わ
に
し
が
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
中
の
価

値
観
が
同
時
に
大
き
く
変
化
す
る

中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動
団

体
が
持
つ
べ
き
指
針
を
考
え
る

（
支
援
機
関
に
よ
る
個
別
相
談
や

交
流
時
間
あ
り
）。

時
10
月
30
日
㈯
午
後
１
時
―
３
時

半
▽
場
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
▽
講

近
畿
大
学
教
授
の
久
隆
浩
さ
ん
▽

定
20
人
▽
他
保
育
あ
り
（
１
歳
半

以
上
の
未
就
学
児
。
先
着
５
人
。

10
月
22
日
㈮
正
午
ま
で
に
予
約
）

▽
申

Fax

先
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
同
セ
ン
タ
ー
へ
▽
問

（
７
５
９
）
１
８
２
６
・
Fax

（
７
５
９
）
１
８
９
１
・

info@
gesca-kaw

anishi.jp

働
く
女
性
の
ス
ト
レ
ス
と

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

　
「
自
分
ら
し
い
働
き
方
を
見
つ

け
る
セ
ミ
ナ
ー
」（
全
５
回
）
の

３
回
目
。

時
10
月
22
日
㈮
午
後
７
時
―
９
時

▽
場
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
▽

対
就
職
や
就
労
を
考
え
て
い
る
女

性
▽
講
仁
泉
会
病
院
医
師
の
林
紀

行
さ
ん
▽
内
働
く
女
性
が
抱
え
が

ち
な
ス
ト
レ
ス
を
知
り
、
そ
の
対

処
法
と
し
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

を
学
び
、
実
践
に
つ
な
げ
る
▽
定

16
人
▽
他
保
育
あ
り
（
１
歳
半
以

上
の
未
就
学
児
。
先
着
５
人
。
10

月
15
日
㈮
正
午
ま
で
に
予
約
）
▽

申

Fax
先
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

▽
問

（
７
５
９
）
１
８
５
６
・

Fax
（
７
５
９
）
１
８
９
１

川
西
女
性
起
業
塾

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
起
業
初
期
の
女
性
起
業
家
が
事

業
に
生
か
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
で
す
。

時
11
月
13
日
㈯
①
午
前
10
時
―
正

午
②
午
後
１
時
―
３
時
▽
対
市
在

住
の
女
性
で
起
業
し
て
い
る
人

や
、
起
業
を
予
定
し
て
い
る
人
▽

講
①
㈱
リ
フ
ェ
イ
ス
の
中
村
佳
織

さ
ん
②
グ
ラ
ス
ハ
パ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
㈱
の
中
野
雅
公
さ
ん
▽

内
①
テ
ー
マ
は
「
セ
ル
フ
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
―
自
分
を
輝
か
せ
る

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」。
自
分
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
フ
レ
ー
ズ
を
作
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
講
座
②

テ
ー
マ
は
「
集
客
・
販
促
に
つ
な

が
る
ネ
ッ
ト
活
用
」。ウ
ェ
ブ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
イ
ロ
ハ
や
情
報
発

信
の
内
容
な
ど
▽
費
１
０
０
０
円

▽
定
各
20
人
▽
他Zoom

を
利

用
▽
申

先
10
月
18
日
㈪
ま
で
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
下
の
２
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）
の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
ら
送
信
▽
問
産
業

振
興
課
（
７
４
０
）

１
１
６
２

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
テ
ー
マ
は
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」。

主
県
阪
神
北
県
民
局
▽
時
10
月
15

日
㈮
午
後
２
時
―
４
時
▽
場
東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル
▽
対
企
業・団
体・

労
働
組
合・行
政
機
関
の
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
担
当
者

な
ど
▽
内
有
識
者
の
講
演
を
通
じ

て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
参
加
者
と
考
え
る
▽
定
60
人
▽

申

先
同
局
へ
▽
問

（
７
７
５
）

１
２
２
３

ひ
き
こ
も
り
経
験
者
に
よ
る

講
演
会
・
個
別
相
談
会

主（
一
社
）い
き
が
い
さ
が
し
▽
時

10
月
16
日
㈯
午
後
１
時
―
３
時
▽

場
宝
塚
市
立
く
ら
ん
ど
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー
▽
対
ひ
き
こ
も
り
に
関

す
る
悩
み
を
持
つ
当
事
者
や
経
験

者
、家
族
、支
援
者
▽
内
「
ひ
き
こ

も
り
だ
っ
た
わ
た
し
は
こ
う
し
て

動
き
だ
し
た
」
を
テ
ー
マ
に
、ひ

き
こ
も
り
経
験
者
と
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
①
講
演
会
②
個
別

相
談
会
③
①
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

▽
定
①
50
人
②
２
人
▽
他
②
は
①

の
終
了
後
に
実
施
③
は
10
月
23
日

㈯
以
降
視
聴
可
▽
申

先
氏

名
、電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、希
望
す
る
内
容（
①
～
③
）を

10
月
15
日
㈮
ま
で
に（
一
社
）い
き

が
い
さ
が
し
へ
▽
問

０
５
０

（
３
７
４
９
）
１
２
２
７・

ikigaisagashi2020@
gm
ail.

comオ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

主
場
東
洋
食
品
研
究
所
▽
時
11
月

３
日
㈷
午
後
１
時
半
―
４
時
▽
内

身
近
な
食
品
の
カ
ビ
予
防
に
つ
い

て
、
先
人
の
知
恵
や
製
品
の
対
策

な
ど
を
解
説
▽
定
50
人
▽
申
郵
抽

は
が
き
（
１
人
１
枚
）
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
書
き
、
10
月

18
日
㈪
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
６
６
６
―
０
０
２
６
・
南
花
屋

敷
４
―
23
―
２
の
東
洋
食
品
研
究

所
セ
ミ
ナ
ー
係
へ
▽
問

（
７
４
０
）
３
３
０
０

英
会
話
サ
ロ
ン
（
中
級
）

主
市
国
際
交
流
協
会
▽
時
11
月
４

日
～
１
月
13
日
の
木
曜
日
（
12
月

30
日
を
除
く
）。
い
ず
れ
も
午
前

10
時
15
分
―
11
時
45
分
。
全
10
回

▽
場
ア
ス
テ
市
民
プ
ラ
ザ
▽
対
簡

単
な
英
会
話
を
習
得
し
た
い
人
▽

講
市
内
在
住
の
イ
ギ
リ
ス
人
▽
費

１
万
円
▽
定
若
干
名
▽
申

先
10

月
７
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
同
協
会

事
務
局
へ
▽
問

（
７
４
０
）

１
１
０
６

市役所へは〒 666-8501 と課名で郵送できます。料金表
示のないものは無料。記載がない場合、主催・主体は市で、
受付時間は各施設の執務時間中、市外局番は 072 です。

 記号の意味　主 主催・主体　時 日時　場 ところ　対対象　講講師　内 内容　種 種目　費 費用　定 定員
他 その他　申 申し込み（郵 郵便　 電話　Faxファクス　 ウェブ　 E-mail　窓 窓口のみ　先 先着順
抽 定員超過の場合は抽選）　問 問い合わせ　 電話番号　Faxファクス番号　 ウェブ　 E-mail

時 11 月６日㈯午後１時―４時半▷場みつなかホール▷講大阪府立弥生文化
博物館館長の禰冝田佳男さん他▷内加茂遺跡と近畿地方の弥生時代大規模集
落を比較して、加茂遺跡の魅力を再発見し、これからの遺跡の整備や活用に
ついて考える▷定 200 人▷申 先 10 月４日㈪～ 11 月５日㈮に氏名（フリ
ガナ）、電話番号を社会教育課へ（市ホームページ〈右の２次元コードから
アクセス可〉の申し込みフォームから送信可）

【朗読の会】
時 10 月 10 日㈰午後１時半―３時▷講 朗読者の藤田
伊津子さん▷内『羅生門』芥川龍之介作、『ねずみ花
火』向田邦子作、『会いたくて会いたくて』室井滋作・
長谷川義史絵を朗読▷費団体割引の入館料▷定 20 人
▷申 先 10 月１日㈮から

【生活マナー教室】
　テーマは「知っているとためになる生活の基本マ
ナー講座」。
時 10 月 14 日㈭午前 10 時半―正午▷講小笠原流礼法
関西支部の十河菱眞さん▷内 お辞儀の仕方や懐紙と
風呂敷のいろいろな使い方▷費 600 円▷定 10 人▷他

風呂敷持参（無い場合は申し出てください）▷申 先

10 月１日㈮から

【秋の郷土館を描く】
時 10 月 21 日㈭・22 日㈮。いずれも午前 10 時―正午。

全２回▷講洋画家の塚本龍さん▷内水彩画・油絵絵画
教室▷費 500 円▷定 20 人▷他道具は各自持参、絵の
サイズは 10 号以下▷申 先 10 月１日㈮から

【水越保治能面展】
　テーマは「能面の魅力―こころを観る かたちを写
す」。
時 10 月 16 日㈯～ 11 月７日㈰▷内 日本の伝統芸能

「能」に使用される慈
じ ど う

童、中
ちゅうじょう

将、増
ぞうおんな

女などの面を 12
点展示▷費入館料

【伝統芸能「能」と「能面」の世界】
時 10 月 30 日㈯午前 10 時半―正午▷講観世流能楽師
シテ方 宮下昌子さんと能面作家の水越保治さん▷ 内

謡や仕舞の舞い方、歩行などの能体験、子どもたちの
仕舞（『屋

や し ま

島』『合
が っ ぽ

浦』『巻
まきぎぬ

絹』）の披露、能面はどう作
られているのかなどの能面についての話▷費団体割引
の入館料▷定 20 人▷申 先 10 月１日㈮から

郷土館
（794）3354

弥生土器や石器づくりの原材料など

遺跡を比較して考えるシンポジウム

加茂遺跡の遺物
里帰り展

加茂遺跡と
弥生大規模集落

時 10 月 14 日㈭～ 12 月 26 日㈰▷場文化財資料館▷
内関西大学・関西学院大学による加茂遺跡初の発掘調
査（昭和 27 ～ 29 年）で出土し、関西大学が保管する弥生
土器や石器づくりの原材料などの遺物を展示。いずれも市内初公開です

問い合わせ　文化財資料館　 （757）8624

問い合わせ　社会教育課　 （740）1244

申し込み
フォーム

加茂遺跡史跡指定 20 周年記念イベント
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ォ
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市内初公開


